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Network System Case Study
ネットワークシステム部 導入事例

1.背景、構築の経緯、お困りごと

1 コミュニケーションの
場として活用したい

2 大画面で映像を楽しみたい

3 ラウンジの美観を保ちたい

Problem

2.システム概要System

株式会社村田製作所 みなとみらいイノベーションセンター 様
Case No.003

コーナーラウンジ（映像音響設備）
～美しい景観のスペースを有効活用～

スピーカーユニット

天吊プロジェクター

AVワゴン（移動式）

AV床接続コンセント

赤外線マイク

140″ワイド電動スクリーン　

赤外線マイク用受光ユニット

導入先企業情報

株式会社村田製作所 
みなとみらいイノベーションセンター
〇所在地：神奈川県横浜市
西区みなとみらい
〇設立：2020年12月
〇事業概要：自動車、IoT、エ
ネルギー、ヘルスケアなど
の注力市場向け製品の研
究開発、マーケティング機能を担っており、地の
利を生かして外部パートナーとの協業、産学連
携を通じてイノベーションを創出している。
〇https://corporate.murata.com/ja-jp/company/ 
muratalocations/branch/minatomirai



○建築意匠に合わせた移動式ワゴンで、使っていないと
きは風景に溶け込んで目立たなくて良いです。
○普通の会議室とは違った雰囲気のため、社内交流会
などのシーンでも重宝しています。
○今後はスポーツイベントのライブビューイングなど、勤
務時間外の活用も検討していきたいと思っています。

Voice of Customer  お客様の声
今後の取り組み・展開

○4Kプロジェクター
などへのアップグレ
ードも考慮したシス
テムの提案を目指し
たい。

3.機器レイアウト

移動式のAVワゴンによりラウンジにて映像音響設備が利用可能

Solution
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問合せ先 営業統轄本部 ネットワークシステム部
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4.導入の効果

1

2 高輝度プロジェクター
の採用

シンプルで使い勝手の良い
映像音響設備の導入

3 移動式AVワゴンの採用

簡単に映像音響機器が利用できる
社内式典会場として有効活用

明るい空間でも
高精細な映像が楽しめる

未使用時は倉庫へ収納し
ラウンジ本来の美観を損なわない

Effect

ユーザー
メリット

未使用時は、倉庫内にAVワゴンを
保管し、スクリーンも天井に収納さ
れるため、ラウンジの美観を保つこ
とができます。

※記載されている会社名および製品名、ロゴは各社の商標または登録商標です。

株式会社村田製作所
みなとみらい
イノベーションセンター
管理部環境安全課
三浦崇平氏

［お客様担当］

赤外線マイク

赤外線マイク用
受光ユニット スピーカー

天吊プロジェクター

AVワゴン
（移動式）

電動スクリーン

AV床接続
コンセント


